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議 内 容

平成23年度一般会計247万円を追加し、総額総額  4949億億  3,7393,739万円 万円 となりました。となりました。

事 業 名 金 額 翌年度繰越額
庁 舎 発 電 機
新 設 等 事 業 39,813,000円 39,813,000円

消防団安全対策
資器材等購入事業 4,751,000円 4,751,000円

六戸小学校外部
建物解体等事業 7,400,000円 7,400,000円

合　　　計 51,964,000円 51,964,000円

◇
平
成
23
年
度
六
戸
町
一
般
会
計

　

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

平
成
24
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

※
繰
越
明
許
費
と
は

　

年
度
内
に
支
払
が
終
わ
ら
な

い
見
込
み
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
翌
年
度
に
繰
越
し
て

支
払
で
き
る
。

　

平
成
24
年
第
3
回
定
例
会
は
、
6
月
8
日
に
招
集
さ
れ
、
12
日
ま
で
5

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
報
告
11
件
、

議
案
9
件
、
議
員
提
出
議
案
1
件
で
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、
5
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
理
事
者
側
の
所
信

を
た
だ
し
ま
し
た
。

平
成
平
成
2424
年
第
３
回
定
例
会

年
第
３
回
定
例
会

66
月
定
例
会

月
定
例
会

◇
六
戸
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　

|　

改
正
内
容　

|

・
年
金
の
み
の
所
得
者
が
寡
婦
（
夫
）

控
除
を
受
け
る
際
の
申
告
を
省
略
す

る
も
の
。

◇
六
戸
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　

一
部
を
改
正

　

|　

改
正
内
容　

|

・
東
日
本
大
震
災
に
係
る
被
災
居
住

用
財
産
の
敷
地
に
係
る
譲
渡
期
限
の

特
例
（
3
年
か
ら
７
年
に
延
長
）
を

追
加
す
る
た
め
の
も
の
。

◇
六
戸
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

　

を
改
正

　

|　

改
正
内
容　

|

　
「
地
域
の
自
立
性
及
び
自
主
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
る
公
営
住
宅
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
平
成
24
年
４
月
１
日

か
ら
の
同
居
親
族
要
件
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

◇
六
戸
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

　

|　

改
正
内
容　

|

・
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
平
成
24
年
7
月
9
日
か

ら
施
行
さ
せ
る
こ
と
に
伴
い
外
国
人

住
民
も
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
対

象
と
な
る
こ
と
に
よ
り
改
正
す
る
も
の
。

◇
六
戸
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

　

給
付
条
例
の
一
部
を
改
正

　

|　

改
正
内
容　

|

・
青
森
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
事
業
実
施
要
綱
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
六
戸
町
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条
例

　

の
一
部
を
改
正

　

|　

改
正
内
容　

|

・
青
森
県
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成
事

業
実
施
要
綱
等
の
一
部
改
正
に
伴
い

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。
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主 な 審

平成23年度一般会計247万円を追加し、平成23年度一般会計247万円を追加し、総額 49億 3,739万円 となりました。

会 計 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後 補正の主な内容

一
般
会
計

総 務 費 7億9,055万円 9,722万円 8億8,777万円 減債基金積立金増額

民 生 費 13億5,287万円 △2,966万円 13億2,321万円 特別会計繰出金減額

衛 生 費 3億 317万円 △1,520万円 2億8,797万円 各事業費の実績により減額調整

労 働 費 4,249万円 △1,640万円 2,608万円 ふるさと雇用再生特別対策事業減額

農林水産業費 2億2,922万円 △854万円 2億2,068万円 カメムシ防除対策事業補助金減額

商 工 費 4,681万円 △282万円 4,399万円 各事業費実績により減額調整

土 木 費 6億4,399万円 339万円 6億4,738万円 除雪経費増額

消 防 費 2億4,325万円 △225万円 2億4,099万円 十和田地域広域事務組合負担金減額

教 育 費 5億4,600万円 △1,423万円 5億3,177万円 六戸小学校耐震補強工事ほか減額

災害復旧費 2,907万円 △509万円 2,398万円 農地、農業用施設災害復旧工事減額

公 債 費 6億 399万円 △393万円 6億 6万円 長期資金元金・利子減額

合　　計 49億3,492万円 247万円 49億3,739万円

国民健康保険
事業特別会計 13億5,518万円 △6,379万円 12億9,139万円 各事業費の確定及び精査により減額

介護保険事業
特 別 会 計 11億9,711万円 △232万円 11億9,478万円 保険給付費等の確定により減額

後期高齢者医療
特 別 会 計 9,796万円 △57万円 9,739万円 現年保険料及び広域連合負担金確定

により減額

【平成23年度各会計補正予算額】
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補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

報　

告

報　

告

財
産
取
得

財
産
取
得

会 計 名 補 正 前 補正額 補 正 後 補正の主な内容

一 般 会 計 45億2,300万円 658万円 45億2,958万円

一般コミュニティー助成事業補助金
160万円

児童手当システム法改正対応業務委託料
189万円

後期高齢者医療特別会計繰出金   26万円
赤十字奉仕団補助金　　　　　  67万円
林集会所改修事業補助金　　　   92万円
総合体育館、総合運動公園の設備の修繕料

91万円
後期高齢者医療
特 別 会 計 1億 378万円 26万円 1億 404万円 20～23年度分保険料還付金によるもの

【平成24年度各会計補正予算額】

◎
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

▼　
除
雪
作
業
中
の
除
雪
ト
ラ
ッ

　

ク
が
軽
乗
用
自
動
車
に
衝
突

Q　

下
田
議
員

　

バ
ッ
ク
カ
メ
ラ
の
設
置
が
必

要
で
は
な
い
か

Ａ　

町
長

　

除
雪
の
際
の
注
意
事
項
と
し

て
、
作
業
車
周
辺
に
接
近
し
な

い
よ
う
周
知
し
、
今
後
バ
ッ
ク

カ
メ
ラ
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

▼　

走
行
車
が
穴
ぼ
こ
に
落
ち

　

て
損
傷

Q　

山
本
議
員

　

事
故
発
生
の
詳
細
は

Ａ　

企
画
財
政
課
長

　

軽
自
動
車
が
幅
1
5
0
㎝
×

70
㎝
、
高
さ
10
㎝
の
穴
に
落
ち

て
パ
ン
ク
し
た
も
の
で
、
前
日

に
降
っ
た
雨
で
水
た
ま
り
が
あ

り
、
穴
が
見
え
に
く
い
状
態
で

あ
っ
た
と
い
う
状
況
で
す
。

Q　

山
本
議
員

　

そ
の
後
の
対
応
は

Ａ　

建
設
下
水
道
課
長

直
ち
に
補
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

冬
期
間
の
凍
結
等
で
の
損
傷
は
、

早
期
に
発
見
し
補
修
す
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

Q　

山
本
議
員

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
傷
む
時
期

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
を
し
、
大
き
な
事

故
が
起
る
前
に
補
修
を
し
て
頂

き
た
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
六
戸
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　

Ｃ
Ｔ
断
層
撮
影
装
置
一
台

（
表
紙
写
真
）

○
取
得
金
額

　

3
，
1
1
8
万
5
千
円

○
取
得
相
手
方

　

有
限
会
社
サ
ク
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク

○
主
な
性
能

・
高
画
質
画
像
診
断

・
一
度
に
全
身
を
短
時
間
撮
影

・
血
管
情
報
を
容
易
に
収
集

・
被
ば
く
線
量
の
低
減

平成24年度　一般会計658万円を追加し、平成24年度　一般会計658万円を追加し、
総額総額4545億億2,9582,958万円となりました。万円となりました。

◎
平
成
24
年
度
六
戸
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

Q　

山
本
議
員

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

事
務
処
理
ミ
ス
に
よ
り
、
還
付

加
算
金
と
い
う
町
に
損
害
を
与

え
て
お
り
、
先
に
処
分
・
責
任

を
取
っ
て
か
ら
補
正
す
る
の
で

は
な
い
か

Ａ　

町
長

　

私
も
処
分
が
先
で
あ
る
と
考

え
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
刑
事
事
件
的
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
先
に
処
分
す
る

べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

詳
細
の
部
分
が
確
定
し
た
中
で

処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

判
断
し
た
た
め
、
先
に
補
正
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
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▲

記
念
切
手

　

問　

約
90
年
間
、
電
車

が
運
行
さ
れ
て
来
た
歴
史
の

証
し
を
、
後
世
に
受
け
継
い

で
行
く
た
め
に
、
電
車
と
遊

　

答

 

　

七
百
駅
鉄
道
公
園
化

並
び
に
車
両
の
保
存
に
つ
い

て
は
、
行
政
が
主
体
と
な
っ

て
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

取
組
む
こ
と
は
現
時
点
で
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
土
地
、

設
備
の
所
有
者
で
あ
る
十
鉄

の
意
向
や
地
元
の
意
向
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
近
隣
自
治

体
住
民
の
声
又
は
鉄
道
フ
ァ

ン
の
声
等
、
そ
れ
ら
の
動
向

を
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

答

 

　

バ
ス
運
行
は
、
鉄
道

に
比
べ
て
速
達
性
、
定
時
性

の
面
で
劣
る
こ
と
は
否
め
ま

せ
ん
が
、
交
通
渋
滞
の
緩
和

を
図
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な
運
行

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
バ
ス
専

用
道
路
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
は
、
都

市
域
の
大
量
公
共
輸
送
シ
ス

テ
ム
と
し
て
通
常
の
路
線
バ

ス
の
よ
う
な
交
通
渋
滞
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
な
く
定
時

運
行
を
実
現
す
る
も
の
で
す

が
、
国
内
で
は
震
災
で
被
害

を
受
け
た
Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線
が

こ
の
※
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
専
用

道
路
）
で
仮
復
旧
を
す
る
こ

と
の
決
定
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。

十和田観光電鉄車両保存に
検討委員会を立ち上げては問

検討委員会を立ち上げることは
考えていない　町長答

線
路
跡
を
バ
ス
専
用
道
路（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）

と
し
て
整
備
で
き
な
い
か

問
投
資
コ
ス
ト
や
利
用
客
の
動
向
な
ど

の
採
算
面
を
ク
リ
ヤ
し
、
実
現
可
能

性
が
あ
れ
ば
喜
ば
し
い 　
　
　
町
長

答

　

問　

観
光
資
源
に
乏
し
い

当
町
に
於
い
て
、
資
源
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か

　

問　

バ
ス
専
用
に
し
た
場

合
、
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
安

く
て
正
確
で
あ
る
。
鉄
道
に

比
べ
て
維
持
費
は
５
分
の
１
、

燃
料
費
は
半
分
、
安
定
性
、

速
達
性
に
優
れ
て
お
り
、
バ

ス
専
用
道
路
と
し
て
整
備
す

べ
き
で
な
い
か

下
し も

田
だ

　 敏
と し

美
み

議員

　

答

 

　

今
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
民
間

の
団
体
が
、
地
域
の
遺
産
と

し
て
大
切
に
保
存
し
後
世
に

伝
え
る
と
い
う
こ
と
等
の
動

き
が
出
て
き
た
と
き
は
、
行

政
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
お

手
伝
い
が
で
き
る
の
か
、
検

討
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

そ
の
時
点
で
観
光
資
源
と
し

て
の
活
用
を
一
緒
に
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

十
鉄
線
の
跡
地
の
有
効
活

用
に
は
、
現
在
、
上
北
県
民

局
、
十
和
田
市
と
六
戸
町
で

検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
道
路

行
政
側
か
ら
活
用
方
法
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
バ
ス
停
部
分
の

バ
ス
レ
ー
ン
と
し
て
の
活
用

を
含
め
、
課
題
の
整
理
や
事

業
化
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

バ
ス
専
用
道
路
の
整
備
は
、

大
き
な
構
想
で
す
が
、
投
資

コ
ス
ト
や
利
用
客
の
動
向
な

ど
の
採
算
面
を
ク
リ
ア
し
、

実
現
可
能
性
が
あ
れ
ば
喜
ば

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
時
点
で
は
現

行
の
バ
ス
運
行
が
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
道

路
行
政
を
中
心
と
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

踏
切
は
段
差
が
あ
り
、

通
行
上
不
便
で
あ
る
。
早
急

に
整
備
す
べ
き
で
な
い
か

　

答

 

　

十
鉄
も
今
後
計
画
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
協
議

の
う
え
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

※BRT＝ bus rapid transit ＝バス ラピット トランジット
　都市大量高速輸送の意味。バスを用いた都市域専用の大量公共輸送システムを指す

べ
る
公
園
と
し
て
七
百
駅
西
、

県
道
踏
切
か
ら
東
の
ひ
ば
り

ケ
丘
住
宅
の
間
を
「
七
百
駅

交
通
公
園
」
と
し
て
保
存
し

て
は
ど
う
か

　

ま
た
、
車
両
は
古
い
も
の

で
昭
和
17
年
製
で
、
客
車
3

種
類
、
機
関
車
2
種
類
、
貨

車
1
種
類
あ
る
が
、
鉄
道
が

歩
ん
で
き
た
歴
史
的
車
両
を

１
ケ
所
に
保
存
す
べ
き
で
な

い
か
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◎十和田市 六戸町〇

　

問　

八
戸
・
十
和
田
・
奥

入
瀬
ラ
イ
ン
は
、
新
幹
線
八

戸
駅
か
ら
、
六
戸
町
内
を
通

り
、
十
和
田
市
焼
山
ま
で
の
、

区
間
で
す
が
、
整
備
着
工
か

ら
、
年
月
が
経
っ
て
い
る
が
、

こ
の
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の
町

長
の
見
解
は

問
米
沢
地
区
と
折
茂
地
区

バ
イ
パ
ス
整
備
を
要
望　
町
長

答

川
か わ

村
む ら

　 重
し げ

光
み つ

議員

八
戸
・
十
和
田
・

奥
入
瀬
ラ
イ
ン
の
整
備
は

　

問　

折
茂
地
区
バ
イ
パ
ス

整
備
、
道
の
駅
の
拡
充
、
高

見
地
区
交
差
点
改
良
な
ど
の

詳
細
は

　

答

 

　

折
茂
地
区
バ
イ
パ
ス

整
備
で
す
が
、
国
道
45
号
線

は
、
拠
点
都
市
八
戸
市
か
ら

十
和
田
市
及
び
県
南
地
域
を

結
ぶ
青
森
県
を
東
西
に
横
断

す
る
基
幹
道
路
で
あ
り
、
交

通
事
故
・
路
面
凍
結
等
の
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
、

交
通
渋
滞
が
お
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
地
域
住

民
の
通
勤
通
学
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
折
茂

地
区
の
バ
イ
パ
ス
の
整
備
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
道
の
駅
の
拡
充
は
、

年
々
増
加
す
る
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
の
た
め
道
路
情

報
休
憩
施
設
の
整
備
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
見
地
区
交
差
点

改
良
で
す
が
、
こ
れ
は
八
戸
・

十
和
田
・
奥
入
瀬
ラ
イ
ン
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
と
は
別

な
形
で
国
土
交
通
省
に
対
し

要
望
し
て
い
る
も
の
で
、
国

道
45
号
線
と
町
道
長
谷
・
高

見
線
の
交
差
点
へ
の
右
折

レ
ー
ン
の
整
備
を
要
望
し
て

い
ま
す
。

　

答

 

　

六
戸
町
管
内
は
睦
橋

架
け
替
え
と
主
要
地
方
道
八

戸
三
沢
線
（
睦
橋
か
ら
六
戸

中
央
）
等
の
整
備
が
終
了
し

て
お
り
、
現
在
の
六
戸
町
に

か
か
わ
る
要
望
個
所
と
し
て

は
、
米
沢
地
区
と
折
茂
地
区

の
バ
イ
パ
ス
の
整
備
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

浄化槽維持管理費に
補助する考えは問

管理費の補助は
考えていない　町長

答

　

問　

下
水
道
区
域
外
は
、

合
併
浄
化
槽
で
整
備
す
る
事

に
な
っ
た
が
、
浄
化
槽
維
持

管
理
費
に
補
助
金
を
出
し
て

は
ど
う
か

　

答

 

　

浄
化
槽
の
設
置
は
、

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
廃

排
水
事
業
等
で
整
備
し
た
方

と
の
経
費
の
バ
ラ
ン
ス
を
み

て
設
置
整
備
費
補
助
金
と
推

進
事
業
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
推
進
事
業
補

助
で
は
、
維
持
管
理
費
を
含

め
た
形
で
補
助
金
の
額
を
定

め
て
い
ま
す
の
で
、
改
め
て

維
持
管
理
に
補
助
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

問　

処
理
水
は
、農
業
用
・

用
排
水
路
に
放
流
さ
れ
る
が
、

排
水
路
の
整
備
・
対
策
は

　

答

 

　

処
理
水
の
放
流
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
水
路
の
管
理
者

か
ら
承
諾
を
得
て
い
る
も
の

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
水
路

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
機
能
が

低
下
し
た
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ

の
管
理
者
に
お
い
て
機
能
の

回
復
の
た
め
に
整
備
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

排
水
路
等
に
か
か
る
整
備

に
は
、
お
話
を
聞
き
な
が
ら

協
力
し
て
い
く
姿
勢
で
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。
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河
かわ

野
の

 　 豊
ゆたか

議員

平成24年度補助金交付申請の流れ

　

問　

先
般
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
に
ま
つ
わ
る
出

来
事
は
大
変
な
不
祥
事
と
捉

え
て
い
る
が
、
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
は

　

答

 

　

今
回
の
後
期
高
齢
者

医
療
事
務
に
つ
い
て
、
町
民

の
皆
様
に
ご
迷
惑
と
ご
心
配

を
お
か
け
し
た
こ
と
に
対
し

ま
し
て
お
詫
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

現
在
、
納
付
書
未
発
送

の
件
に
つ
い
て
は
、
6
月

1
日
現
在
で
完
納
し
て
い
た

だ
い
た
方
は
27
人
の
67
・

5
％
、
納
付
金
額
に
お
い
て

は
、
5
9
4
，
9
0
0
円
で

34
・
7
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
早
期
に
納
付

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
還
付
に
つ

い
て
は
、
速
や
か
に
還
付
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
対
策
で
す
が
、
全

職
員
が
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強

化
し
、
同
様
の
ミ
ス
が
生
じ

な
い
よ
う
信
頼
回
復
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

答

 

　

当
町
の
場
合
は
、
国

の
太
陽
光
発
電
普
及
補
助
金

の
交
付
決
定
を
受
け
た
方
を

対
象
に
嵩か

さ

上あ

げ
交
付
す
る
も

の
で
、
既
存
住
宅
、
新
築
住

宅
い
ず
れ
の
場
合
も
国
の
補

助
要
件
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

ど
ち
ら
が
不
利
と
い
う
問
題

は
生
じ
な
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

町長の認識として
ミスなのか 怠慢なのか問

最初はミスだと思うが
結果として 怠慢と言うしかない　町長答

当
町
の
太
陽
光
発
電
設
置

補
助
金
は
、
新
築
に
不
利

問
改
善
す
べ
き
点
は
、
改
善
す
る　
町
長

答

　

問　

５
月
に
各
納
税
組
合

長
に
固
定
資
産
税
及
び
軽
自

動
車
税
の
納
付
書
が
配
付
さ

れ
た
が
、
あ
る
組
合
長
の
所

に
は
、
ま
っ
た
く
関
係
の
無

い
地
区
の
も
の
が
混
入
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ミ
ス
が
な
ぜ

起
き
た
の
か

　

問　

六
戸
町
で
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
太
陽
光
発
電
設

置
補
助
金
が
創
設
さ
れ
た
が
、

申
請
方
法
が
他
自
治
体
と
大

き
く
違
っ
て
い
る
。
既
存
住

宅
が
有
利
で
新
築
住
宅
が
不

利
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
決
定
し

た
の
か

　

答

 

　

3
組
合
長
か
ら
混
入

が
あ
っ
た
旨
の
ご
連
絡
を
い

た
だ
き
、
通
知
書
を
回
収
い

た
し
ま
し
た
。

　

混
入
の
原
因
で
す
が
、
配

付
物
を
組
合
ご
と
に
振
り
分

け
し
た
後
の
、
配
付
用
封
筒

へ
の
封
入
の
際
、
誤
っ
て
別

の
組
合
の
分
も
混
入
さ
せ
て

し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
配
付
物
の
内
容
確
認
に

つ
い
て
、
2
人
以
上
で
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
す
る

な
ど
し
、
今
後
こ
の
よ
う
な

ミ
ス
が
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

六戸町では、6「補助金交付決定通知書」を
受けてから、申請する
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▲未舗装道路

▲

舘
野
公
園
の
桜

　

問　

町
内
会
で
は
、
春
の

清
掃
奉
仕
活
動
と
し
て
、
町

か
ら
提
供
さ
れ
た
砕
石
で
未

舗
装
の
道
路
の
穴
埋
め
等
の

普
請
を
行
っ
て
い
る
が
、
毎

年
高
く
な
り
削
っ
て
な
ら
す

必
要
性
も
生
じ
て
い
る
。
ま

た
砕
石
の
サ
イ
ズ
が
大
き
い

た
め
下
水
道
の
ふ
た
の
周
辺

な
ど
は
、
う
ま
く
整
備
で

問
資
材
等
の
提
供
を
考
え
た
い 

町
長

答

　

答

 

　

こ
れ
ま
で
、
住
宅
地

の
路
地
等
の
町
道
認
定
外
道

路
に
つ
い
て
も
計
画
的
に
整

備
を
実
施
し
て
い
る
が
、
ど

う
し
て
も
土
地
等
の
問
題
で

町
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
箇
所
の
工
事

に
つ
い
て
、
町
と
し
て
補
助

金
を
出
す
こ
と
は
、
町
が
実

施
す
る
も
の
と
誤
解
を
招
き

か
ね
な
い
の
で
、
基
本
的
に

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
補

助
金
を
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
般
的
に
公
道

的
な
役
割
で
使
用
さ
れ
て
い

る
道
路
で
、
町
内
会
等
の
要

望
が
あ
り
奉
仕
活
動
を
伴
っ

て
実
施
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
あ
れ
ば
、
事
業
の
内
容
に

も
よ
り
ま
す
が
、
資
材
等
の

提
供
を
含
め
そ
れ
相
応
の
提

供
は
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

材
料
費
や
機
械
借
上
げ
代
等

の
補
助
の
考
え
は

　

問　

東
北
の
「
桜
の
札
所

88
ヶ
所
」
に
も
選
ば
れ
た
舘

野
公
園
の
桜
が
、
近
年
、
花

の
数
が
減
り
元
気
が
な
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
樹

木
医
の
診
断
等
専
門
家
の
意

見
を
聞
き
、
今
後
の
桜
の
木

の
整
備
を
図
る
考
え
は

　

答

 

　

実
際
に
舘
野
公
園
の

桜
の
木
に
つ
い
て
は
、
何
ら

か
の
手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
継
続
的
に
毎
年

剪
定
や
害
虫
防
除
等
の
手
入

れ
は
行
っ
て
い
る
が
、
松
の

木
の
日
当
た
り
と
の
関
係
も

あ
り
、
今
後
の
経
過
を
見
な

が
ら
対
応
を
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
記
念
植
樹
は
す
ば

ら
し
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い

ま
す
が
、
現
在
は
、
木
を
残

し
な
が
ら
、
整
備
す
る
事
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

杉
す ぎ

山
や ま

　 茂
し げ

夫
お

議員

桜の木の整備を図る考えは問
今後の経過を見ながら

対応を考えたい　町長
答

き
ず
舗
装
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
住
民

の
要
望
で
あ
る
舗
装
道
路
を

実
現
す
る
た
め
、
町
内
会
が

自
主
的
に
行
う
場
合
の
住
民

の
奉
仕
作
業
に
よ
る
簡
易
な

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
や
さ
ら

に
簡
便
な
乳
剤
舗
装
に
対
し
、

材
料
費
や
機
械
借
上
げ
代
等

の
補
助
を
す
る
考
え
は

　

ま
た
、
桜
の
木
の
植
樹
が

必
要
で
あ
れ
ば
、
町
民
の
手

に
よ
る
「
私
の
桜
、
記
念
植

樹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
提
案

し
た
い
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▲不法投棄巡視区域の看板

　

答

 

　

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
は
、
各
地
域
に
「
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
を

設
立
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社

会
の
実
現
を
目
指
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
形
態
は
、
地
域

住
民
が
近
く
の
運
動
施
設
や

学
校
施
設
等
を
利
用
し
、
主

体
的
・
自
主
的
に
運
営
活
動

す
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
指

し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、「
多
世
代
」

「
多
種
目
」「
多
志
向
」
の
三

要
素
を
備
え
、
町
民
の
多
様

な
要
望
に
応
え
得
る
ク
ラ
ブ

で
あ
り
、
行
政
や
他
力
に
依

存
し
な
い
独
立
し
た
運
営
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　

問　

第
４
次
六
戸
町
総
合

振
興
計
画
に
お
い
て
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

育
成
を
図
る
と
あ
る
が
、
こ

の
定
義
は

将来の日本代表を目指す
環境づくりを問

「町民の一人ひとりが一
いち

スポーツに
　親しむ」を目標に　
　あらゆる支援を惜しまない　町長

答

「
日
本
一
ご
み
の
な
い
町
」

を
標
榜
し
て
は

問
地
域
活
動
の
ゴ
ミ
に
対
す
る

　

意
識
の
高
揚
が

何
よ
り
の
対
策
と
な
る  

町
長

答

高
こ う

坂
さ か

　　 茂
しげる

議員

　

答

 

　

小
学
校
の
県
大
会
で

は
、
青
森
県
小
学
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
準
優

勝
、
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
陸

上
競
技
記
録
大
会
で
優
勝
、

　

問　

町
内
の
小
・
中
学
校

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動

実
績
は

　

答

 

　

現
在
、
町
内
に
、
六

戸
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
あ
り
、
六
戸
・
大
曲
小

学
校
の
児
童
37
名
が
入
団
し

て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
設
立

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
自

主
的
で
主
体
性
を
も
っ
た
活

動
を
展
開
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
、
設
立
要
件
を
満
た

し
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

新
規
に
結
成
さ
れ
た
場
合
は
、

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、

指
導
者
や
練
習
場
の
確
保
な

ど
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。

　

問　

平
等
に
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
を
共
有
で
き
る
よ
う
、

開
知
・
大
曲
小
学
区
に
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
の
創
設
を
願
い

た
い

　

問　

ゴ
ミ
不
法
投
棄
パ

ト
ロ
ー
ル
実
施
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
業
務
内
容
（
パ
ト

ロ
ー
ル
エ
リ
ア
及
び
作
業
頻

度
）
と
そ
の
実
態
は

　

答

 

　

六
戸
町
全
体
を
対
象

に
2
人
1
組
の
2
班
体
制
で

4
月
か
ら
11
月
ま
で
、
月
当

た
り
15
日
程
度
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
業
務
は
、
不
法
投
棄

防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル

と
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
発
見
し

た
廃
棄
物
の
回
収
及
び
資
源

ご
み
持
ち
去
り
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
の
三
つ
の
業
務
で
す
。

　

問　

不
法
投
棄
に
対
す
る

罰
則
等
、
町
の
対
応
と
対
策

は
　

答

 

　

罰
則
等
は
、
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
罰
則
規
定
が
あ

り
ま
す
。

　

も
し
発
見
し
た
場
合
は
、

警
察
と
連
携
し
な
が
ら
対
応

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
の
対
応
と
対
策
で
す
が
、

パ
ト
ロ
ー
ル
と
広
報
や
看
板

の
設
置
に
よ
る
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
ま
す
。

N
H
K
杯
争
奪
青
森
県
卓
球

選
手
権
大
会
で
優
勝
し
て
い

ま
す
。

　

中
学
校
の
県
大
会
で
は
、

青
森
県
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
準
優

勝
、
東
北
少
年
軟
式
野
球
新

人
大
会
青
森
県
予
選
会
で
準

優
勝
し
て
い
ま
す
。

　

東
北
大
会
及
び
全
国
大
会

は
、
東
北
中
学
校
相
撲
大
会

で
団
体
・
個
人
準
優
勝
、
全

日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技

大
会
で
男
子
8
0
0
m
4
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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■固定資産評価審査委員会委員任期満了に伴
い、高田　秀夫氏を再任することに同意しまし
た。任期は平成24年７月29日から３年です。

高
たか

田
だ

　秀
ひで

夫
お

     （昭和９年生）
六戸町小松ケ丘
　　４丁目77番地862

？　固定資産評価審査委員会は、固定資産課税台
帳に登録された価格に関する不服を、審査決定す
る機関です。
　公平・中立的な第三者機関として、各市町村に
設置されています。

　議会は、年４回の定例会
　  （３、６、９、12月）、
臨時会（随時）を開催します。
次回定例会は、９月上旬を
予定しています。
　本会議の傍聴を希望される
方は役場４階の傍聴受付簿に、
住所、氏名を記入しご入場く
ださい。また、本会議の状況
は、役場１階ロビーのテレビ
でも中継放送しておりますの
でそちらもどうぞご覧ください。

 ▼決算と予算特別委員会が傍聴できます。
 　・決算９月【前年度決算審査】
 　・予算３月【新年度予算審査】
詳しい日程等は、議会事務局までお問い合わせ
ください。町ホームページでもお知らせします。

☎０１７６―55―４５４７（直通）

　

雲
の
あ
い
ま
か
ら
強
い
光

が
差
し
込
む
、
紫
、
淡
紅
色

の
色
鮮
や
か
な
あ
じ
さ
い
の

花
が
輝
く
、
梅
雨
明
け
を
間

近
に
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　

当
町
で
も
事
務
処
理
ミ
ス

が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
全
盛
期
、
人

員
削
減
で
職
務
の
限
界
な
の

か
。
簡
単
な
入
力
で
、
職
員

の
注
意
力
、
思
考
力
が
欠
け

た
の
か
。

　

何
に
せ
よ
、
職
務
の
怠
り

や
、
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
ま
か
っ

た
結
果
で
、
梅
雨
晴
れ
の
よ

う
な
か
ら
っ
と
し
た
結
末
を

期
待
し
ま
す
。

　

と
は
言
う
も
の
の
、
私

ど
も
広
報
委
員
も
職
務
怠

慢
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
万
全
と
し

て
、
日
頃
の
議
会
活
動
を
、

皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
開

示
し
、
そ
し
て
皆
さ
ん
に
関

心
を
持
た
れ
る
よ
う
な
「
議

会
だ
よ
り
」
発
行
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員　

川
村　

重
光

　議会広報委員会では、町民の皆様のまちづくり
に対するご意見、ご要望の投稿を募集しています。
どしどしお寄せください。お待ちしております。

こんなこんな
　まちづくりに　まちづくりに
　　期待します　　期待します

出戸　一男さん（上吉田）
　平成 24年第３回六戸町議会定例会の一般
質問の傍聴の機会を得る事ができましたの
で、その所見の一端を述べさせて頂きます。
　私の仕事の都合で、川村議員と河野議員の
みの傍聴でした。川村議員の質問は、下水道
未普及地区（要するに下水道が整備されない
地区）への個人設置型浄化槽整備事業の質問
でしたので、複雑な思いで傍聴しておりまし
た。と言うのは、上吉田地区内の道路で、降
雨時、雨の逃げ場がなく、その度、ぬかるみ
ができ、通行に支障があり、長年、困ってい
る場所がありましたので、役場と相談の結果、
周囲の土地等の事もあって、浸透枡で対処し
てもらいました。近い将来、この地区に下水
道が通る予定なので、その時、下水管につな
ぐ工事をすると言う説明を受けました。それ
から２年も経たない昨年、上吉田地区公民館
で、下水道に変って、個人設置型浄化槽整備
等を町が推進する事に決定したと、説明を受
けました。同じ町民でありながら、下水道が
整備された地区、個人型浄化槽地区、何かや
るせなく、むなしい思いです。長年待ってい
たのが、この結果ですから、嫁も来ないです
よ、下水道がない地区には。最後に、質問す
る議員は、いつも同じ人ばかりのような気が
します。六戸町には、議員が 12人いるので
すから、次回の一般質問時は、今迄、質問し
た事のない議員を期待します。

町議会一般質問傍聴の雑感町議会一般質問傍聴の雑感

議会を傍聴
して

みませんか

　町議会は、町の　町議会は、町の
予算や、身近な問題予算や、身近な問題
について話し合う大について話し合う大
切な会議の場です。切な会議の場です。


